
　インドは近い将来、GDPで日本を抜き世界3位となる大きな市場として期待
が高まっています。一方で、一人あたりのGDPは1970年に相当し、まさにこれ
からの著しい成長が見込まれる市場です。

　今回の視察では、インドベンガルールに集積する研究開発拠点、製造拠点、

イノベーションハブ拠点など、自動車・電気・航空宇宙産業の企業訪問を予定

しており、インドの魅力を理解する絶好の機会となります。視察には、日英通

訳をご用意する予定です。ぜひ、奮ってご参加ください。

現地企業視察

ネットワーキング

現地に進出している日系企業やインド企業を

訪問し、インドビジネスを生で情報収集

インド市場への進出をサポートする方々や関

係機関とのネットワークの機会

インド市場の魅力

15-4-3, Shimoochiai,Chuou-
ku, Saitama

https://www.sozo-
saitama.or.jp/ jigyo@sozo-saitama.or.jp
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成長著しいインド市場へアクセスする絶好の機会!!成長著しいインド市場へアクセスする絶好の機会!!

実施日
2026年１月27～29日
実施日
2026年１月27～29日

年齢の中央値27.9歳と若く、人口ボーナス期
が2050年まで継続

上位中間層・富裕者層が拡大中、2030年ま
でに低所得者層も2割以下に

電子部品、EV・クリーンエネルギー、宇宙産
業など14分野を重点とする政府の産業振興策

ITだけではない、海外事業、マネジメントも含
めた人材の宝庫

詳細は裏面をご参照ください!!

参加対象
・今後インドビジネス検討ため情報収集をしたい製造業の方

・インドで具体的なビジネス連携先を探索したい製造業の方

海外現地調査･視察海外現地調査･視察

■ベンガルール
・ベンガルールはインドのシリコンバレーとしてIT企業やスタート
　アップ企業が集積している。
・IT企業だけでなく、トヨタ、ホンダ2輪、ファナック、日立、
　ブラザー、三菱電機などの製造業も拠点を構え約230社の日系
　企業が進出している。
・標高が高く年間を通して過ごしやすいインドの軽井沢
・ベンガルールのあるカタルーナ州の人口は約6,000万人

インドインドベンガルールベンガルール



視察スケジュール

■お申込み方法
下記URLまたはQRコードより
お申込み下さい

■訪問日程：2026年１月27(火)～29日(木)
■募集定員：製造業 ５社
　※さいたま市内企業、埼玉県内企業を優先する
　　ことがあります

■申込み締切り１２月５日(金)
■参加費：無料

　（渡航・宿泊費、現地移動費、食費等は自己負担）

※訪問先等の日程は変更になる可能性があります

15-4-3, Shimoochiai,Chuou-
ku, Saitama

https://www.sozo-
saitama.or.jp/

補足
■本調査は現地集合、現地解散です。
■宿泊地の指定はありませんが、事務局の宿泊地近くを
　予約すると移動が便利です。

■お問合せ先
さいたま市産業創造財団

事業企画課　丸山
Mail:jigyo@sozo-saitama.or.jp

https://forms.cloud.microsoft/
r/VEmKP3X38Q　　

１月26日　インド　ベンガルールへ入国
１月27日　インド研究機関訪問／インド企業訪問
　　　　　　　　（インド科学研究所ARTgarage）／（WIPRO Aerospace）

１月28日　日系企業訪問／インド企業訪問／ネットワーキング
　　　　　　　　（Honda Motorcycle & Scooter India）／（Tata Autocomp Systems）

１月29日　日系企業訪問／インキュベーション拠点訪問
　　　　　　　　（Mitsubishi Electric India）／（POSSPOLE)

１月30日　日本帰国
インド工科大学内にあるロボット工学および自律システムのための最先端の製造および試験施設。高度な

製造と最新の通信および自律性AIテクノロジーインフラストラクチャを通じて、イノベーションとインキ
ュベーションを可能にする。目標は、産業、社会、防衛の目的で、ユニークで差別化された支援および完

全自律型インテリジェントシステムを開発することである。

40年以上にわたり油圧事業に携わる。現在では、油圧事業に加え、航空宇宙、水処理、積層造形、自動化
ソリューションなど、多角的な事業を展開。4大陸に14の最先端の製造施設を擁し、世界中で2,000人以上
の従業員を擁する。

生産能力と革新的な取り組みに対応するため、広大な地域に工場を展開。カタルナ州にあるナルサプラ工

場は、「Joy to the Next Generation」というコンセプトに基づき、生産時のエネルギー消費量を削減す
ることを目指している。施設内では雨水を100%使用。 排水ゼロを実現したこの工場は、Hondaで最も環
境に配慮した工場である。

1995年にタタ・グループの傘下で設立。拡大するインドの自動車産業のニーズに応えるべく、先進的な自
動車部品技術をインドに導入。自動車部品製品およびサービスの設計、開発、製造、供給を通じて、商用

車、二輪車・三輪車、トラクター、オフロード、産業分野、アフターマーケットなどの事業を展開。

1950年代初頭、インド国鉄に70両の電気機関車事業を開始しインドに進出。1958年、三菱電機はニュー
デリーに最初の駐在事務所を開設し、以来、三菱電機インドはインドで最も高く評価されるブランドの一

つとなることを目指してきた。ベンガルールには営業技術拠点、研究拠点、製造拠点を設置。

ものづくりを中心にするインキュベータ拠点。イノベーションを推進するエンジンであり、先見性のある

アイデアを活気あるビジネスに変える環境を育む。インド市場での製品販売を希望する企業の支援や製品

をインド市場にカスマイズするためのアドバイスを行う。
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